
右面送信
時間 14:54:07 チームC（小倉 雅一） 6校11/12号さがみはら南区　社協さがみはら南区版　御中

〒252-0236  相模原市中央区富士見6丁目1番20号  市立あじさい会館内

{info@sagamiharashishakyo.or.jp  HP http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
☎042（730）3888  FAX042（759）4382

発行

相模原市社会福祉協議会
社会福祉法人

広　報

南区だ より第32号
5656

　地元の方々が大切
にしてきた鹿島神社
の神楽殿を開放して
いただけることにな
り、ふれあい・いきい
きサロンが立ち上が
りました。神社や地域の皆様の協力で毎月１
５日に開催しています。
　スタッフの渋谷典彦さんは、「サロンに参
加する方々が、真剣にお話をする様子を見た
り、笑い声を聞いたりすると、うれしく思い
ます。特に男性の参加者は、少ないですが、
サロンに来ると笑顔が見られ、楽しんでい
ただけたのかな？とスタッフ一同頑張ってい
ます。」と語ってくれました。

高齢者世帯で支援が必要な方等からのちょっとし
た困りごと（庭の草むしり、通院の付添い等）のお
手伝いをしています。
窓口と専用の電話で相談を受けています。

　活動に参加する伊
藤重俊さんは、地区
で開催された「ボラン
ティア講座」を受講
し、自分でも「役に立
てるのではないか」と
思い活動に参加することになりました。
　「人助けなど無関心だった自分が、“ちょ
っとしたことでも役に立てるんだ”という
自信につながり、変化していることを感じ
てきています。初めは、頼まれたことだけを
お手伝いしていましたが、関わる期間が長
くなると、お互いに気心が通じ合うように
感じられてくることがとても貴重な体験と
なっています。」

活動によって通じ合う“気心”

おおのなかボランティアセンター（南区古淵）

　「定年退職後に地域
で役立つことがした
い」という思いから、地
区社会福祉協議会で活
動する知人からの紹介
をきっかけに、見守り
活動を始めたボランティアの野口功さん。
　「県立相模原養護学校の生徒の登下校の見
守りをしています。最初の頃は、ただ夢中で活
動していましたが、子どもたちの顔も覚え、あ
いさつをしてくれる子どももいて、楽しく活動
しています。子どもたちの安全を常に考え、活
動を始めて、４～５年になりますが、今は、子ど
もたちから私が元気をもらっています。」

子どもたちに元気をもらっています。

高齢者の話相手や庭の草取り、福祉施設での将棋
や囲碁など、地域のちょっとした困りごとを住民同
士の支えあいで解決しています。
窓口と専用の電話で相談を受けています。

ボランティアセンター「あさみぞ」（南区当麻）
南区上鶴間本町の方々の通いの場・憩いの場です。
参加された方々と体操や歌、呼子笛作りを楽しん
だり、防災、認知症に関する勉強会等を開催してい
ます。（コロナ禍により現在、活動を休止しています。）

スタッフ一同頑張っています！

鹿島神社サロン

麻　溝大野中 大野南

おおのなか
ボランティアセンター

ボランティアセンター
あさみぞ鹿島神社サロン

社協は、皆さんからの寄付金・賛助会費・共同募金に支えられています。
紙面や記事についての御意見を大募集！本紙は、市社協・地区社協各窓口でも配布中 検 索市社協ホームページ 相模原市社協

福祉コミュニティ形成事業 ～「みんなで『気軽に』、『楽しく』‼」～

★今号、次号（令和3年1月14日発行号）の2回に分けて、南区内の7地区を紹介します。新磯地区、相模台地区、相武台地区、東林地区は、次号にて掲載いたします。

　「地区社会福祉協議会」が中心となって、地域の福祉課題（困りごと）を発見・共有、解決に向けた仕組みづくりを
検討し、実践する「福祉コミュニティ形成事業」。「交流の場づくり」、「見守り活動」、「困りごと相談窓口」など、地区ご
とに取組は、様々です。今回は、活動を支える地域の皆さんの声を取りあげ、一緒に活動していただける方を大募集！
　コロナ禍で現在活動をお休みしている地区もありますが、再開に向けて、「これならできる！みんなでできる！」是非
一緒に活動しませんか。

問南区事務所　☎042-765-7065

あなたの作品を展示しませんか

福祉なんでも相談　開催中

不安や困りごと　ひとりで抱え込まず
一緒に考えましょう

毎週木曜日 午後１時～４時

南区で福祉サービスを
利用されている方やボラ
ンティア活動している方、
福祉団体などの作品を
募集中！絵画、書、パッチ
ワークなど壁に飾れるも
のなら何でもOKです。

●どこに相談したらよいか、分からない
●家族のことで困っている
●利用できる窓口や制度を知りたい
●話を聞いてほしい などなど・・・

詳しくは、南区地域福祉交流ラウンジまで

相談日　（祝日・年末年始除く。）

上「小さな図工室」による
　子どもたちの絵
左下　個人作品
右下「失語症友の会」に
　よる書　

予約不要 相談無料 秘密厳守
（相談時間目安 約３０分）

ラウンジからのお知らせ

交通安全を呼びかけるポスター・標語受賞作品展示中（11/25まで）
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折り方を研究する
ボランティアの皆さん

清水絵美先生による手遊び歌

動画に合わせて楽しく
ジャンプジャンプ！


